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ハiE詳言調:T!:L･l州畑,.Tll･1い.{'侶いu宮言工.予(1.,LI,O(､

未満をそれぞれ銅芦議率声望十㌢且凍-および--と義した一

貰う培養細胞馴化賢夏娩V増殖受験

代7十日∵＼＼̀･jパ葎樟甘十㌦'･∴十号冊丹伸上藻触､:.～.LP,

間吸着,慧回洗浄後｡語7℃5%脱酸ガス恒温寮内で望週

間培養予その間瓶内容を翌日お酎こ回収した.回収試料

は凍結融解,音波処理声低速遠心後感染価測定試料とし
た中

l卜＼＼'隼染佃.'＼伸と∴ 田畑と二EI:㌔-､州Z叩けiIl川1un--
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‖(t'!.[]!-1汗汗な∴ミ7~(lr'㌦叛服･･J一,小瀧器廿':告町甘l吉推十糾

続し紅 感親細胞は培養液を捨て身細胞蘭を㌘詔Sで洗

汁.料)Ol,I't'rL･･ノ∴∴∴再㌧巨工0.(1宮.凝離仕付身;帰投

緩衝液で非特異反托二を抑制,-次抗体としノて銑鋼AV

-7一.･!二'h'-ト守冊＼･拭休佃10pI情1.iE､巨 ;rll'ilL';F'.:輿漁1

を添加,室温慧時間反応嘗二枚抗体としてベルオキシダ-
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染細胞扮D平均値の慧倍標準偏差値以下を切捨て健と

して設定,同値を越える試料を損AV抗原活性陽性と

しヲ各希釈の陽性率から隠eed-Muemch法郷 により

'.ltllT圭一的･･:I,0し'し､tissuL､(､ultur(-irli-し､LLli…st】L-51､､二十算
出したや

結 果

浸き兼職サル肝細胞麟 (S.息菰/Ve-息細胞うによると卜
糞便HAVの浄鷹成腐
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性陽性検体で了蓬｢.T"接穐細胞群は▲壕遇鍔より有意U)疏

帖拙いltI:～:1.-111日-tlトy;;Lti-rtU-誌t古 tH甘/_lil,～:tq.JTl

家族肉感液剤鳩検体弼-5学院-9号院=-臓 K-且且)は望名

の不麟性感染か児より採取した検体で,糞便中ウイルス

抗原活性はま検体潤一郎のみ陽性であった.当試料接

種細胞は嶺週目より抗原活性陽性潤昔風:6灘旦cpm月FA

:盟+)となり,同活性は週を追って上昇,8遇後には

f■帖'~1陰性試料･Itt).It1日.llll.＼tqTト接種紺虹一二~

は培養8週間中予着意のウ1)レス抗原活性は検知できな

かっ紅 久留米重電u-漫およびKu-盟は両検体とも抗原

;.1君.捨て斗詳こい~_~辛 .),･1.上狛巨､.隼圭紺甘1-!L-/.~∴

(/Ht･･いril仙;⊥,守宮♪:､p,.'∴'､巨}十十J毒･ltuI:lil:＼:Li榊

,i勘に一高し辛し照佃 ttL互lこIlt:1:】,Ll,洲)'Lt,tllll::1:1L

ltl】二二Iil:LIl.(;l〔)叩111汗.＼:l卜 !･守付言こトト.

検体Ku-謁およびKu-嶺は抗原活性陽性試料であり,

同試料援橡細胞には望遇桁に有意の抗原活性 (Ku--a;

ltl:＼:～)11叩tll.itt11-Il汁＼:I.()汗再Im･';t哩Ij･∴i.さ.'.め.
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Ltiltt卜l接種脚ji十二1Etう遇i十二【l汁＼:0./11ニ恒川1ll/辛

表寸の抗原活性を豊ずるに要った.以上経蘭すると,S,星組/

V哲一旦細胞では影霊魂V抗原活性陽性堂5検体と陰性検体

6検体率望検体につきウ車レス抗原の着意機敏を認めた｡

尚,この間ウイルス抗原噌生細胞をこおける細胞変性効果

盟)S.且a/Ve--且細胞をこおける悶AVの継代および持続

感染

ウ牛ルス分離確認殿ため菅感染細胞抽出液を新鮮細胞

に援橡継代芦ウイルス増殖の歯髄を検索したヶ結梁を

TillILL.:!∴示十 i]'雄二T.T.甘言乾性.'∵̀ ･LリIi:怖H

.明日ハ細胞il吊11,滴,:･･tl一.十 F･L言t工_F射巨1(I:.:十十継代.

それぞれ豆週目よ炉BJアイルス抗原の着意噌生を認め紫二

---4株は接穫後転週目の感親細胞抽出液を勝者･宅,すべ
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し,細胞内抗原の急速な増生を誘発したがずCP既は観

察されず,鰻鬼Vの持続感染が成立している転のと解き
畑ト.二L'lijj■艦廿,}･:ilE緑;守∴十十八㌦∴ .-F巨 ∴'t継代二日Lfj

の感染細胞を出発材料とし,閲細胞を望週毎増殖継代き

殊由来洞泉Vは持続感染初代より惑い抗原活性を誘発予

以降93代田を除き且5代目鴬で同レベル抗原活性の持続
を･.認∴､;i,.'-.1く111 ･l恥吊こ11:＼＼∴雄摘付しミ1-
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樹立細胞株と髭巳瞭するため,閲もこ糞便試料を格橡餅の細

胞性1ミLqLIl紺鯨 ⅠノIJLl＼･Il(1.,i':削Jl!JI､tミ(;･＼1卿粧 ＼'げH

細胞うに接橡,抗僚機生の歯髄を況貰魔法で追跡した可

サル腎細胞株碍由来はyy級私腹翌をこ示すとおりで,いず
れ屯培養綿職馴化音溝鬼Vに対し感受性が報学者Vされてい
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法でも強陽性殿蛍光が観察遅れたヰ

射 浄鮭ウイルスのS字首級錐際--及細胞および償磯サル腎
由来細胞における増殖

細胞で漁礁厳代したやザル弟を前組膜サル腎由来細胞株
･侶㌦■-L<･):-＼'(Il紺j･L雄L∴接車恥 桐冊神L..･Ip.巨㌧十I.

イ}レス増藤の激感を遺跡き挽瞭したく腎虚済放題う,勝機材

料は粛都WFFy弔株を敷讃盛雄か且踊場で分離56代将統感

染継子乾したち紺 ル濃で,況瓦魔法で望語調盟だPmの抗原

力価を示したものである且全細胞で嫁穫襖嶺E3日よりウ

イルス感染健着意止界を認め守8日汚,感漁髄ほほを潜像

関をこ達し芦以降息紺S,こ至るまでほぼ閲等のレベルを維持

した甘ただし感染価藤閣レベルについては細胞ごとに差

があり,接種後摘汚職時点をこおけるそれはFWEM細胞

で漫酢珊 貫拍Sd動 乱且汲!膠か且細胞で護が☆慨 貫首おO血豆賢

liLqLIp-1紬臣':i(ト斗Ul圧日日1ト1比軒机上凧頼示.-.

505礁湖済極量で,ぶた鰹的低かペノ購こか留まった申因みに

をこ低級蘭Lパルの感染価を愚することはき蒋慶の窯駿紅
より確認Lた取

◎ 翌 磯 感 爵 預◎ 瑠磯

田鞘 愚 還暦優駿『 憂悶嘗磨雷電遍◎悶
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考 察

養研究で は雑種 サル肝細胞株 ほ .漫盈l/V蛍3--逢細胞 ) と

既存小サル野 面楽各橡細胞株 を]鋸 ､昏 ヒ ト糞便 貫首AV が)

分解効 率 お よび培嚢細胞馴 化 i-夏鬼V の機橡動態 を比較

L'T紅 さ.t.3,-1<.l<･1＼~い 1鉦 侶∴ /㍉十 ･烏∴∴ ll＼＼ ∴ t､i卜

る商三度感受性 を翰祭,そGC庫 で臨床検体 を対象 とす るウ

イ㌔L′ノ鼠換塵 に際 むての;･Mhu羽後 を示唆 してい る慧3)血 そ こ

で 詔地域 摘乾郡,新潟夕鈍感楽うよ を)不離性感染 を蔑む

9人の A型贈号二衆愚 著か ギブ採取 Lた糞便且護換体 を 5I-/風乾3%

抽法主液 と L Sが濃艶/Vか週細胞 に接穂, 炉 でノレス分離 を試

過 して い紫二が兼 に 罷豊泉 法で高力価 の ウイルス抗原活性

を歯 t,,接種後 6週 目の感吸細胞に明確 な抗,輝活性 の増

性陽性検体で号当試料援穐細胞で 嶺遇 鋸 こウイ㌦FL･鼠抗原

㍉軒 t∴~二㌢.;.･~▲.隼 E､景畑㌢車 千･L …＼H.I＼ Hl.lt ii.㌔

87jうでは覇∵鷺が)専畑 レ親杭原活性の機 敏は認め られ な

眉 ト ∴ 一巨･:1【､∴十 :-i/∵=ll経.( .｣1. .i .･･. ‖恒 十 ･三圧伸

望済 巨ヨよ 炉 見ずノでル 猟銃擬が有意をしこ発現亨遇 を遇 って明確
∴･宮 汗 E=:∵∵ }. i工 十 L･i㌔,･､l輔 車 ∴ ∴ 壬十㍉㌦毒~T
性陽性 5検体食倒 および陰性 転換体中 望検体 よ りウイル
I-._I,巧打V宣 Li_,ぎLl､ Tilhh.I;. I.∴ ･∴ 廿 日 湖 上■′､

接陵群が魂消襖抗原活性陽性 とな ったがサ誤Sに…-息細胞や
lJL("＼llt､畑告 賢一∴ ､ ＼r壬､rtパ 1廿]∴ ∴ 叛ゝ亘 ･･1Lri1日 ､
培養8遇を:m至る鮎着意が)抗原活性は綬知で きなか った.
Sや漫挽/Vだ---且細胞の 比 卜健 音量鬼V 感受性は既存 サル爾 由
来細胞株に比しはるかに優れてい ると考え られれるず
これ登でSlこ吐卜健車か らの 苦言約 ㌢分離はサル個体 に
接魔後や肝ウイルスを既存培養細胞株で増殖 させ る方法
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